
はねおやま 

～これからの行事予定～ 
―2月― 

 27日(土) ふるさと講座第5講「ヒキガエル観察会」 

                 【井原公民館】 

―3月― 

 6日(日) 第8回羽須美地域公民館まつり 

                【阿須那自治会館】 

 20日(日) 町民大学「国人領主高橋氏と毛利元就」 

                 【阿須那公民館】 
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阿 須 那 公 民 館 
TEL:0855-88-0001 
FAX:0855-88-0002 
IP : 0 5 0 - 5 2 0 7 - 6 0 0 0 

 
阿

須

那

公

民

館

だ

よ

り 

羽
尾
山 

H28.1.31現在 
世帯数 

（戸） 
男 性 女 性 合 計 

阿須那地域 359 356 420 776 

羽須美地域 730 710 837 1,547 

邑南町 4,999 5,337 5,987 11,333 

 

1
月
31
日(

日)

に
元
気
館
で
「
お
お
な
ん
ド
リ
ー

ム
学
び
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
つ
ど
い
は
、
町
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
及
び
大
人
が
一
堂
に
会
し
、
邑
南
町
の
良
さ
や
暮
ら

し
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
ま
と
め
た
こ
と
を
、

自
分
た
ち
の
夢
や
願
い
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
す
る
も
の

で
す
。 

 

羽
須
美
地
域
か
ら
は
阿
須
那
小
学
校
と
羽
須
美
中
学

校
が
発
表
し
ま
し
た
。
阿
須
那
小
学
校
は
５
、
６
年
生

が
10
月
3
日
に
阿
須
那
で
行
わ
れ
た
「
高
橋
氏
六
六

〇
年
記
念
事
業
」
に
地
域
の
方
と
共
に
活
動
し
た
こ
と

で
小
学
生
自
身
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、
未
来
へ
繋
ぐ

役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
今
後
の
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
と
て

も
大
切
な
気
づ
き
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

羽
須
美
中
学
校
は
「
次
の
日
祭
」
へ
の
関
わ
り
か
ら

感
じ
た
こ
と
と
今
後
の
「
次
の
日
祭
」
へ
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
次
の
日
祭
」
歴
史
展
の
開

催
や
「
羽
須
美
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
地
域
で
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
一
般
参
加
者
も
多
く
来
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
表
を
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

演題：「国人領主高橋氏と毛利元就」 

講師：県立広島大学 教授 秋山 伸隆氏 

高橋興光安堵状(県立広島大学所蔵) 



『夢の名作ハンドメイド ３ 』       
     高際 有希／作      

［内容］  

 〝赤ずきん風フードマフラー″や〝こぎつねのふんわりあったか

ミトン″など、物語の中に登場する、あのグッズの作り方を紹介。         

『四季と行事を楽しむ ソープ・カービングの教科書』       
     山田 梨絵／著      

［内容］  

 ソープ・カービングとは、石けんに花や模様などの綺麗な彫刻を

すること。ナイフと石けんがあれば、手軽に始められます。作品づ

くりを楽しんだあとは、飾ったり、贈ったり．．．。最後は普通の

石けんとして使えます。     

『０・１・２歳児のたのしい手作りおもちゃ 』       
     横山 洋子／著         

［内容］  

 ０・１・２歳児が楽しく遊べるかわいい手作りおもちゃを紹介。

５２点の中から、子どもさんの興味や発達にぴったり合ったものを

選べます。     

日頃、公民館を中心に活動されているサークルの

発表会と作品展示を行います。 



■移動公民館（アイヌ人権学習会） 

■各公民館事業開催のお知らせ 

■公民館行事 など 

 

 

 

 

 

口羽地区の人口と世帯数（1/31 現在） 

男 性３５４人 

女 性４１７人 

世帯数３７１戸 

～
今
月
の
短
歌
（
湖
笛
会
）
～ 

旅
土
産 
味
は
ふ
ほ
ど
に 

な
つ
か
し
く 

心
温
も
る 

嬉
野
銘
茶 

 
 

 
 

 

三
上 

蔦
枝 

山
茶
花
も 
南
天
も
こ
の 

大
寒
に 

凛
と
て
立
ち 

春
を
迎
ふ
ら
し 

 
 

 
 

三
上 

タ
ツ
子 

峡
路
な
れ
ば 

難
路
を
行
け
と 

諭
さ
れ
し 

人
生
修
業
を 

若
き
日
に
聴
く 

 

丸
原 

卓
海 

「
気
を
つ
け
て
」 
心
に
と
め
て 

凍
る
坂
を 

歩
幅
小
さ
く 

ち
ひ
さ
く
下
る 

山
本 

み
つ
江 

桜
茶
の 

花
弁
グ
ラ
ス
に 
開
き
ゐ
て 

春
の
匂
へ
り 

ほ
の
ぼ
の
と
し
て 

 
 

富
永 

睦
恵 

に
ぶ
色
の 

空
よ
り
小
糸
の 
垂
る
る
や
う
な 

幾
筋
の
あ
り 

冷
雨
の
ひ
と
日 

加
藤 

美
智
子 

正
月
の 

花
活
け
終
り 

新
し
き 
生
気
を
貰
ひ 

歩
ま
む
と
す
る 

 
 

 
 

 

小
玉 

玲
子 

白
一
面 

地
に
生
き
る
者 

こ
と
ご
と
く 

無
よ
り
始
ま
る 

元
旦
の
朝 

 
 

 

河
野 

朋
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平成２８年２月１７日発行 

口羽公民館 邑南町下口羽 484‐1 

電話：０８５５（８７）０９１０ 

I P：０５０－５２０７－６６００ 

―行事予定－ 

【２月】 

２２日（月）男の料理教室（口羽公民館） 

      ひらめき学級（口羽公民館） 

２５日（木）移動職業相談（口羽公民館） 

２９日（月）人権啓発研修会（口羽公民館） 

【３月】 

１～４日 所得の申告相談（口羽公民館） 

６日（日）「みんなの学校」上映会（口羽公民館） 

１０日（木）移動職業相談（口羽公民館） 

１４日（月）所得の申告相談（口羽公民館） 

１７日（木）介護者家族の会（口羽公民館） 

１８日（金）３Ｂ体操（口羽公民館） 

２４日（木）移動職業相談（口羽公民館） 

●毎週火曜日午後１時３０分より（１２～３月） 

グラウンドゴルフ練習会   

リゾートセンター広場 

 ●毎月第３日曜日しまね家庭の日 

 

平
成
27
年
11
月
に
私
、
公
民
館
主

事
が
県
の
「
人
権
・
同
和
教
育
地
域

中
核
指
導
者
養
成
講
座
」
を
受
講
し

ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
中
核
指
導
者
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
幅
広
い
講
座
・
研

修
・
学
習
等
を
通
し
て
、
人
権
・
同

和
教
育
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

２
月
１１
日
（
木
曜
日
）
に
長
田
自

治
会
館
で
地
域
の
方
を
お
呼
び
し
、

移
動
公
民
館
と
し
て
、「
素
晴
ら
し
き

ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
伝
統
文
化
の
実

態
」
と
題
し
、
人
権
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
口
羽
公
民
館

が
開
催
す
る
人
権
学
習
会
に
お
越
し

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
に
、
地
域

へ
出
向
い
て
、
学
習
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。 

 
 

 

 

 

 

    

人権啓発研修会を下記のとおり

開催します。永江尚美講師は２０

年以上にわたりハンセン病療養者

と継続した交流活動や支援を展開

されており、その体験をもとに、

ハンセン病患者の人権について講

演して頂きます。どなたでも参加

できます。ぜひご参加ください。 

■演題「ハンセン病について」 

  ～正しい理解のために～ 

■日時 ２月２９日（月） 

19:00～21:00 

■場所 口羽公民館 大ホール 

■講師 島根県藤楓協会 

    理事 永江
な が え

 尚美
な お み

 氏 

■問合せ先 口羽公民館 

主
事
の 

事
例
発
表 

 
学
習
会
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

言
語
・
住
居
・
衣
装
・
踊
り
な
ど

を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、
差
別
が

起
こ
っ
た
原
因
に
つ
い
て
講
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
「
ア
イ
ヌ
民
族
の

歴
史
が
分
か
っ
た
。
す
ば
ら
し
い

伝
統
文
化
を
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
学

習
会
を
通
じ
、
差
別
の
原
因
が
よ

く
分
か
り
、
人
権
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

人
権
の
大
切
さ
は
、
学
習
の
場

が
あ
っ
て
気
づ
く
こ
と
で
あ
り
、

継
続
し
て
伝
え
て
い
く
か
ら
こ

そ
、
後
生
に
語
り
継
い
で
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。 

 

口
羽
公
民
館
は
、
移
動
公
民
館

を
活
用
し
、
地
域
に
出
向
い
て
、

人
権
な
ど
生
涯
学
習
の
場
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

とても感動できる気づきのある公教育の映画です。ぜひ、みなさんお越しください。 

 

■上映日 平成２８年３月６日（日） 

■入場料 ５００円（１８歳以下無料） 

■主催 「みんなの学校」上映実行委員会 

■申込み・問合せ 田所公民館（８３―０５１８） 

  



 

 

 

 

 

・阿須那保育所 

・阿須那小学校 

・阿須那いきいきコーラス 

・阿須那婦人会 

・Ｆの会 

・オカリナ教室 

・元気の出る会 

・鷺栖会 

・大正琴さくら会 

・野の花コーラス 

・友美会 

・安来節阿須那教室 

・婦人会（銭太鼓） 

・琴友会 

【阿須那公民館会場】 

■期間 ２月１７日～３月６日 

■作品 

阿須那書道、墨画サークル 

陶芸クラブ・なごみの会 

絵手紙サークル 

手芸クラブ・花の会 

クラフトクラブ 

短歌の会 

ミニデイサービスたびざこ 

阿須那小学校 

羽須美中学校 

 

【口羽公民館会場】 

■期間 ３月１日～３月６日 

■作品 

習字教室 

リサイクル教室 

湖笛会 

幸和会 

口羽保育所・口羽小学校 

羽須美中学校 

生花（個人） 

写真（個人） 

フォトクラブ 

 

ま

っ

て

る
ナ
ン
。 



平 成 ２ ８ 年 ２ 月 号

５ 月 号 

（平成２８年２月１７日発行）

1０ 年 ５ 月 号  

〒696－0222 島根県邑智郡邑南町下田所２８２－１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ（０８５５）８３－０５１８   

ＩＰ電話 ０５０－５２０７－４４００  E-mail:tadokoro-k@town-ohnan.jp 

田所公民館だより 

 
 

 

 

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
及
び
大
人
が
一
堂
に
会
し
、
邑
南

町
の
良
さ
や
暮
ら
し
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
と
め
た
も
の
を
、
自

分
た
ち
の
夢
や
願
い
を
込
め
て
発
表
す
る
会
が
、
一
月
三
十
一
日
（
日
）

に
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
瑞
穂
小
学
校
・
瑞
穂
中
学
校
を
含
め
た
十
一
団
体
が
、
十
分

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
学
び
ま
と
め
た
も
の
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
合
間
に
は
、
香
川
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
長
の
清
國
祐
二
先
生
に
、
指
導
や
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
発
表
を
も
と
に
、
公
民
館
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

第
二
回
邑
南
町
公
民
館
研
究
交
流
集
会
が
、
二
月
十
三
日
（
土
）
に
、

田
所
公
民
館
で
行
わ
れ
、
公
民
館
推
進
委
員
な
ど
公
民
館
関
係
者
が
約
百

名
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
日
和
公
民
館
コ
ー
ラ
ス
等
の
発
表
や
「
公
民
館
が
行
う
子
ど

も
体
験
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
発
表
（
阿
須
那
公
民
館
等
）
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
公
民
館
活
動
で
“
へ
こ
た
れ
な
い
”
子
ど
も
を
育
成
で
き
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
学
長
で
あ
る
明
石
要
一
先
生
に
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
流
暢
な
口
調
で
、
多
く
の
助
言
や
提
案
を

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
交
流
集
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 
田
所
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
田
所
公
民
館
で
は
、
田
所
地
区

の
皆
さ
ん
に
地
域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

「
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
二
月
六
日
（
土
）
田
所
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

邑
智
病
院
総
合
診
療
科
医
長
の
遠
藤
健
史
（
え
ん
ど
う
た
け
し
）
先

生
を
お
迎
え
し
、「
こ
れ
か
ら
の
老
後
は
自
分
達
で
し
か
守
れ
な
い
」

と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
田
所
の
い
い
と
こ

ろ
は
？
住
み
続
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
な
ど
、
各
自

治
会
に
分
か
れ
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
意
見
は
、
付
箋

に
書
い
て
か
ら
模
造
紙
に
貼
り
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、

遠
藤
先
生
か
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

共
有
・
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
気
づ
き
の
あ
る

大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
支

え
合
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

春
の
恵
み
に
つ
い
て
日
高
康
臣
さ
ん
（
岩
屋
）
と
上
田
英
至
さ
ん
（
道
明
）
の 

 

邑智病院総合診療科医長の遠藤健史先生。 

自宅、田所のいいところなどを考えました。 グループに分かれて、意見を出し合いました。 

田所地区社会福祉協議会の上田郁生会長。 

出た意見は、付箋に書いて模造紙に貼り付けました。 

ハンザケまつりで作成した「田所手形ざくら」の前で 
コーラスを披露される日和公民館「ウイング」のみなさん 

「瑞穂西デイサービスとの交流から」について発表する 
瑞穂小学校五年生のみなさん 



主事のひとりごと…『リレーマラソン！』 

一
月
二
十
八
日
（
木
）
に
田
所
公
民
館
女
性
セ
ミ
ナ
ー

第
十
講
「
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
を
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
、

十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
道
明
集
落
の
村
田
正
明
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご

夫
婦
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
わ
ら
灰
を
使
っ
た
こ
ん
に
ゃ

く
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

「
ア
ク
を
採
る
の
が
面
倒
だ
っ
た
が
、
出
来
た
も
の
は

自
然
の
味
で
美
味
し
か
っ
た
。」「
家
や
み
ん
な
で
作
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
た
。」「
わ
ら
灰
こ
ん
に
ゃ
く
を
広
め
て
い

き
た
い
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

○C邑南町 

○C邑南町 

○と き ３月２０日(日) 

8:30～12:00 

○ところ  瑞穂小学校 校庭 

○参加費  １チーム1,500円（原則1 ﾁｰﾑ 5人） 

※詳細等は、公民館へお問合せください。 

 

  

－２月－ 

２７日（土）ふるさと講座第５講（ヒキガエル観察会）【井原地区】 

      ウォーキングの日【高原地区】 

２８日（日）わくわくフェスタ【元気館】 

－３月－ 

 ６日（日）映画「みんなの学校」上映会【田所公民館ほか】 

１２日（土）第３回地域学校ハンザケ（じが玉鉄砲作り） 

１５日（火）瑞穂中卒業式 

１８日（金）瑞穂小卒業式 

      第２回男の料理教室（魚のさばき方）【田所公民館】 

２０日（日）田所地区民親睦グラウンドゴルフ大会【瑞穂小学校】

２４日（木）女性セミナー第１２講（二ツ山に登ろう！） 

瑞穂小・瑞穂中修了式 

２６日（土）ウォーキングの日【日貫地区】 

２７日（日）第６７回邑智駅伝競走大会 

チームで４２．１９５キロをタスキリレーする「リレーマラ

ソン」に出ました。キツかったけど、楽しかった～(^o^) 

３月には、毎年恒例の邑智駅伝があるので、これをきっかけ

に走ろうと思います♪ 

○日   時 ３月２４日（木）13:00～15:30 

〇集合場所  田所公民館  

○内  容 二ツ山の散策など 

○締 切 り  ３月１８日（金） 

※詳細は、公民館へお問合せください。 

－主な行事予定－ 

 女性セミナー第１２講「二ツ山に登ろう！」を下記

の通り開催します。 

 地域のお宝である「二ツ山」に登って、歴史や自然

の魅力に浸ってみませんか。 

 

二
月
三
日
（
水
）、
十
日
（
水
）
に
、
町
内
の
高
校
生
を

対
象
と
し
た
エ
イ
テ
ィ
ー
ン
の
た
め
の
「
は
ば
た
き
講
座
」

を
矢
上
高
校
と
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
約
九
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
春
卒
業
し
進
学
や
就
職
な

ど
で
新
し
く
社
会
に
巣
だ
っ
て
い
く
生
徒
に
、
新
生
活
を
送

る
上
で
の
心
得
や
社
会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
邑
南
町
公
民
館
連
絡
協
議
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

一
日
目
は
、
島
根
県
労
働
委
員
会
の
小
松
原
直
樹
さ
ん
に
、

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う
」
と
い
う
内
容
で
、
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
説
明
や
、
事
例
を
も
と
に
労
働

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

 
二
日
目
は
、
保
健
課
か
ら
坂
本
晶
子
保
健
師
と
沖
野
幾
子

栄
養
士
に
来
て
頂
き
、「
心
の
健
康
と
食
事
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
公
職
選

挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
十
八
歳
か
ら
投
票
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
町
民
課
か
ら
大
屋
典
香
さ
ん
と
北
野
将
志

さ
ん
に
来
て
頂
き
、
選
挙
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
カ
所
の
投
票
所
を
設
営
し
、

自
分
の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
、
緊
張
感
の
中
、
模
擬
投
票
を

行
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
講
座
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
役
立
て
、
社
会
へ
大
き
く
は
ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。 

真剣に話しを聞く生徒の皆さん。（１日目） 

 

○と き ３月１８日(金)19:00～21:00 

○ところ  田所公民館 調理室 

○内 容  魚のさばき方 など 

      （講師：林敏文さん） 

〇参加費  申込み後、お知らせします。 

※詳細等は、全戸配布のチラシをご覧ください。 

 

 

○と  き ３月１２日(土)13:30～16:00 

○と こ ろ  田所公民館  

○内  容  じが玉鉄砲作り 

○そ の 他  協力者を募集します。 

公民館までご連絡ください。 

※詳細等は、チラシでお知らせします。 

 

 

模擬投票を行う生徒の皆さん。（２日目） 
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邑
南
町
公
民
館
連
絡
協
議
会

が
主
催
す
る
「
18
歳
の
た
め
の

は
ば
た
き
講
座
」
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
春
か
ら
、
就

職
や
進
学
な
ど
、
新
し
い
生
活

を
は
じ
め
る
18
歳
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
旧
瑞
穂
町
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
講
座
で
す
。
２

月
３
日
に
「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
法
」
に
つ
い
て
、
２
月
10

日
に
は
「
心
の
健
康
と
食
に
つ

い
て
」
と
「
正
し
い
選
挙
に
つ

い
て
」
学
び
ま
し
た
。 

 

島
根
県
労
働
委
員
会
の
小
松

原
直
樹
委
員
を
講
師
に
、
就
職
先

や
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
気
づ
く
知
識
と
ど

ん
な
相
談
機
関
が
あ
る
か
学
び

ま
し
た
。 

役
場
保
健
課
か
ら
は
「
新
し
い

環
境
で
体
の
不
調
に
気
づ
く
こ

と
」
「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
る
食
事
」

な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。、 

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

18
歳
か
ら
投
票
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
役
場
町

民
課
か
ら
、
選
挙
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
話
と
、
「
未
来
の
邑
南
町
長
選

挙
」
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
架

空
の
候
補
者
の
選
挙
公
報
を
読
ん

だ
後
、
入
場
券
を
持
っ
て
、
会
場
内

に
設
置
し
た
３
か
所
の
投
票
所
で
、

実
際
に
投
票
し
ま
し
た
。 

開
票
し
た
結
果
、
無
効
票
は
な
ん

と
ゼ
ロ
！
み
な
さ
ん
ま
じ
め
に
候

補
者
の
名
前
を
書
い
て
、
有
権
者
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
と
り
く
ん

だ
よ
う
で
し
た
。 

受
講
生
か
ら
は
、
「
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
。」「
不
安
が
少
し
や
わ
ら

い
だ
。」
な
ど
感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
み
な
さ

ん
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
、
夢
を
持

っ
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。 

     

２
月
２
日
、
高
原
公
民
館
で
、
「
職
場

の
ト
ラ
ブ
ル
と
人
権
」
と
題
し
て
、
島
根

県
労
働
委
員
会
小
松
原
直
樹
委
員
を
講

師
に
、
人
権
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

自
分
だ
け
で
な
く
、
職
場
の
同
僚
や
、

家
族
に
た
い
し
て
も
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
問
題
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
か
学
び
ま
し
た
。 

 

事
例
を
も
と
に
、
意
見
や
、
感
じ
た
こ

と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出
し
合
い
学
び

を
深
め
ま
し
た
。 

 

島
根
県
労
働
委
員
会
は
、
匿
名
の
電
話

相
談
に
も
対
応
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

「
こ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？
」
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
島
根
県
労
働
委
員
会 

電
話
０
８

５
２
‐
２
２
‐
５
４
５
０
） 

              

発行：高原公民館 

   TEL 84-0521 

   IP 050-5207-5500 

第２５３号 平成２８年２月１８日 

春
か
ら
の
新
生
活
に 

き
っ
と
役
立
つ
知
識
と
意
識
を
学
ぶ 

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル 

一
人
で
抱
え
な
い
で 

投
票
所
１
番
乗
り
に
な
る
と
、
投
票

箱
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
か
確
認

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

本
番
同
様
の
投
票
所
を
設
営
し
、
緊
張

感
を
持
っ
て
一
票
を
投
じ
ま
し
た
。 

心の不調の信号を見逃さないで 

 ４，５人ずつ分かれ活発に意見交換しました。 



  

手
芸
サ
ー
ク
ル
「
手
仕
事
倶
楽
部
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
お
借
り
し
た
お
雛
さ
ん
を
、

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
外

出
さ
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
３
月
１
日
～
３
月
27
日 

          

       

                 

        

             

 

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に

く
い
ま
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
老
人
創
作
館
の

屋
根
の
雪
ず
り
が
こ

ん
な
に
な
り
ま
し
た
。

春
は
も
う
す
ぐ
。
３
月

に
は
公
民
館
ロ
ビ
ー

で
手
芸
作
品
と
お
雛

さ
ん
を
見
て
、
春
を
感

じ
て
み
て
は
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。（
佐
藤
） 

今
月
の
一
首 

施
設
よ
り
一
時
外
泊
せ
し
母
を
幼
の
如
く
あ
や
し
眠
ら
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
岡
短
歌
会 

上
田
登
志
子
（
下
亀
谷
下
） 

平成 28 年１月末現在（前年同月） 

男 性   ４３７人（455人） 

女 性   ４７３人（480人） 

合 計   ９１０人（935人） 

世帯数  ３６９世帯（374世帯） 

高齢化率 ４４．６１％ 

 

行 

事 

予 

定 

‐
２
月
‐ 

 

21
日 

し
ま
ね
家
庭
の
日 

 

22
日 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

（
布
施
公
民
館
） 

27
日 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日 

 

（
高
原
地
区
） 

 
  

 
 

 

ふ
る
さ
と
講
座
（
第
５
講
） 

‐
３
月
‐ 

12
日 

ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会 

（
布
施
公
民
館
） 

13
日 

邑
智
の
地
芝
居 

15
周
年
記
念
大
会 

（
川
本
町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
） 

14
日 

高
原
地
区
文
化
財
愛
護
協
会 

春
の
研
修
（
山
口
県
防
府
市
） 

18
日 

高
原
小
学
校
卒
業
式 

26
日 

高
原
保
育
園
卒
園
式 

 
 

 
 

健
康
づ
く
り
講
演
会 

（
高
原
公
民
館
） 

 
 

 
 

 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日 

 
 

 
 

 
 

（
日
貫
地
区
） 

27
日 

邑
智
駅
伝
競
走
大
会 

健
康
づ
く
り 

講
演
会 

【
日
時
】
３
月
26
日
（
土
） 

 
 
 

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

【
場
所
】
高
原
公
民
館
ホ
ー
ル 

 

【
演
題
】
地
域
包
括
ケ
ア 

 
 
 
 

～
住
民
の
み
な
さ
ん
が 

す
べ
き
こ
と
～ 

 
【
講
師
】
公
立
邑
智
病
院
総
合
診
療
科 

 
 
 
 
 

医
長 

遠
藤
健
史 

先
生 

 

【
主
催
】
公
立
邑
智
病
院
を 

支
援
す
る
会 

今
年
も
高
原
体
協
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
す
。
沿
道
か
ら
の
声
援
が

選
手
の
力
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
！  

今
回
か
ら
６
区
間
で
、
距
離
も

短
く
な
り
ま
し
た
。
通
過
時
間
が

若
干
早
く
な
り
ま
す
。
選
手
に
つ

い
て
は
恒
例
の
新
聞
折
込
ち
ら
し

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

熱
い
声
援
を 

お
願
い
し
ま
す
！ 

 

第
67
回 

邑
智
駅
伝
競
走
大
会 

昨年のお雛岸作品展の様子。 
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●
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て 

●
フ
ェ
ル
ト
あ
そ
び
に
つ
い
て 

●
学
び
の
つ
ど
い
に
つ
い
て 

●
は
ば
た
き
講
座
に
つ
い
て 

●
公
民
館
研
究
集
会
に
つ
い
て 

●
展
示
図
書
に
つ
い
て 

●
今
後
の
行
事
予
定
ほ
か 

今
年
で
１０
回
と
な
る
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
２
月
７
日
に
約
６０
名
の
皆

さ
ん
と
に
ぎ
や
か
に
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。 

ス
タ
ー
ト
は
、
昨
年
話
題
の
ラ
グ
ビ

ー
に
ち
な
み
、
五
郎
丸
さ
ん
の
ポ
ー
ズ

を
し
て
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴

り
ボ
ー
ル
が
止
ま
っ
た
所
の
点
数
が

多
い
チ
ー
ム
の
勝
ち
と
い
う
ゲ
ー
ム

で
し
た
。
楕
円
形
の
ボ
ー
ル
は
、
思
う

よ
う
に
飛
ん
で
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
見
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
皆
さ
ん
に
好
評

の
競
技
で
、
今
年
は
３
人
一
組
で
試
合

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
始
め
は
勢
い
が

良
く
、
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
か
ら
出
て
い

ま
し
た
が
、
後
半
は
相
手
チ
ー
ム
を
は

じ
き
出
し
た
り
、
最
後
の
一
投
で
逆
転

し
た
り
と
一
投
一
投
に
歓
声
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

年
齢･

性
別･
体
力
に
関
係
な
く
気
軽

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も

お
こ
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
は
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
円
の
皆
さ
ん
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ふ
ぇ
で
、
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
サ
ラ
ダ
。
そ
し
て
ら
っ
き
ょ
う
漬

け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

カ
レ
ー
は
甘
口
と
辛
口
が
あ
り
好
き

な
味
が
選
べ
ま
し
た
。
ら
っ
き
ょ
う
漬

け
も
各
家
庭
か
ら
の
持
ち
寄
り
で
し

た
。
運
動
の
後
で
皆
さ
ん
お
か
わ
り
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

寒
い
こ
の
季
節
に
、
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
わ
い
わ
い
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

布
あ
そ
び
の
第
２
弾
と
し
て
、
２
月
５
日
に
参 

加
者
８
名
と
フ
ェ
ル
ト
で
楽
し
み
ま
し
た
。
長
方 

形
の
フ
ェ
ル
ト
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
手
綱
こ
ん 

に
ゃ
く
の
よ
う
に
入
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
巻
い
て
い
く
と
バ
ラ
の
花
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
そ
の
バ

ラ
の
花
を
ボ
ン
ド
で
貼
り
付
け
て
リ
ー
ス
の
完
成
で
す
。 

 

リ
ー
ス
用
に
バ
ラ
の
花
が
、
１５
個
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
つ
一

つ
の
作
業
は
単
純
な
の
で
す
が
、
数
が
多
い
の
で
根
気
よ
く
お
こ

な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
切
り
込
み
の
幅
が
狭
い
と
フ
ェ
ル
ト
が

思
う
よ
う
に
通
ら
ず
又
切
り
込
み
を
入
れ
直
し
た
り
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
「
認
知
症
予
防
に
な
る
か
も
よ
。
」
と
か
「
け
っ
こ
う
大
変

だ
わ
～
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
口
数
が
少
な

く
な
り
集
中
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

オプションのスポーツチャンバ

ラは、元気な子どもたちにお願

いしました。スピードと迫力に

皆さんびっくり。 

 

まっすぐ、まっすぐ！ 結果は・・・・・ 

ちょっと照れくさいなぁ～ こんな感じかな 

巻
い
た
最
後
は
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留

め
る
の
で
す
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
針
を
使
っ
て
丁
寧
に
縫
っ
て
い

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
バ
ラ
の
花
を

ボ
ン
ド
で
貼
る
時
に
花
の
形
が
崩

れ
ず
き
れ
い
に
貼
れ
た
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

完
成
し
た
リ
ー
ス
に
葉
を
つ
け

た
り
、
ビ
ー
ズ
で
飾
っ
た
り
し

て
約
３
時
間
で
素
敵
な
バ
ラ
の

リ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 
 

  

素敵なリースができました！ 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         〔これからの行事予定〕  

―平成２８年 ２月― 
２０日（土） おはなし会（邑南町立図書館・本館） 
２１日（日） しまね家庭の日 
２２日（月） わくわくチャレンジ（高原公・布施公合同事業） 
２７日（土） ふるさと講座（第５講） 

ウォーキングの日（高原地区） 
２８日（日） わくわくフェスタ（元気館） 
― ３月― 
６日（日） 映画「みんなの学校」上映会（邑南町内 3公民館） 
１２日（土） 高原布施地区ふれあい福祉大会（布施公民館） 
       おはなし会（邑南町立図書館・本館） 
１５日（火） 邑南町全中学校卒業式 
１８日（金） 邑南町全小学校卒業式 

２０日（日） しまね家庭の日 
２６日（土） ウォーキングの日（日貫地区） 

 

 

最近猫ブームになったようで、猫について取りあげられることが

多くなりましたね。 ２年前に保護した猫は大変太られ、抱っこはと

てもできません。が、すり寄ってくるし、なでなでもできます。そして

なによりイクメンです。また昨年 9月 10月と新たな猫がやってきま

した。それぞれ事情があってきたのですが・・・ みんな性格が違い

見ていてあきません。ただ一番小さな 6 ヶ月の子のやんちゃぶりに

はお手上げ状態です。（漆谷） 

 

  

 

２・３月は、平成２４年７月からの邑南町関連新聞記
事を展示いたします。スクラップブックにあらゆる記
事が保存されています。読み返すのも楽しいですよ。 
 
展示期間 平成 28 年 2 月 18 日（木）～3月 31 日（木） 

 

邑
南
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
実
施
す
る

18
才
の
た
め
の
は
ば
た
き
講
座
が
2
月
3

日
・
10
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

春
か
ら
社
会
に
巣
立
つ
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
・
心

の
健
康
と
食
に
つ
い
て
・
正
し
い
選
挙
に
つ

い
て
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
18
歳
か

ら
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
選
挙
に
対
す

る
心
構
え
・
自
覚
・
違
反
な
ど
を
町
民
課
の

方
に
お
話
い
た
だ
き
、
模
擬
投
票
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
候
補
者
の
選
挙
公
報
を
読
ん
で

投
票
す
る
方
を
決
め
て
い
た
だ
き
、
投
票
用

紙
を
持
っ
て
、
３
カ
所
の
投
票
所
の
ど
こ
へ

行
け
ば
い
い
か
を
確
認
し
投
票
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
番
と
同
じ
よ
う
に
投
票
所
に

は
、
投
票
管
理
者
・
交
付
係
・
立
会
人
が
お

り
生
徒
の
皆
さ
ん
も
緊
張
し
て
一
票
を
投
じ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
開
票
も
お
こ
な
い
自
分

た
ち
の
思
い
が
こ
の
よ
う
に
表
れ
る
と
言
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
が
、
社
会
に
出
て
色
々
な
場

面
で
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

２
月
１３
日
に
田
所
公
民
館
で
、
第
２
回
邑

南
町
公
民
館
研
究
交
流
集
会
が
お
こ
な
わ
れ

公
民
館
館
長
・
職
員
・
公
民
館
活
動
推
進
協

議
会
の
方
な
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
１２
公
民
館
の
３
年
間
の
様
子
が
ま
と

め
ら
れ
た
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
皆
さ
ん
興

味
深
そ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、【
公
民
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
体

験
活
動
の
重
要
さ
を
学
ぶ
！
】
を
テ
ー
マ
に

公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
・
活
動
発
表
・
講
演

会
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
須
那
公
民
館
・
井
原

公
民
館
・
し
ま
ね
映
画
塾
ｉｎ
邑
南
実
行
委
員

会
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
・
活
動

内
容
・
成
果
と
評
価
・
課
題
と
今
後
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

『
公
民
館
活
動
で
‘
へ
こ
た
れ
な
い
’
子
ど

も
を
育
成
で
き
る
か
』
を
テ
ー
マ
に
千
葉
敬

愛
短
期
大
学
学
長
・
明
石
要
一
氏
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の

違
い
、
若
い
親
が
何
を
求
め
て
い
る
か
悩
ん

で
い
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
場
か
ら
も
質
問
が
多
く
あ
り
、
有
意
義

な
交
流
集
会
で
し
た
。 

 
 

町
内
の
小
学
生
、 

中
学
生
、
高
校
生 

及
び
大
人
の
皆
さ

ん

が

一

堂

に

会

し
、
邑
南
町
の
良

さ
や
暮
ら
し
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
と
め
た
こ

と
を
、
自
分
た
ち 

 

の
夢
や
願
い
と
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
「
お
お
な
ん
ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど

い
」
が
、
１
月
３１
日
に
健
康
セ
ン
タ
ー
「
元

気
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

瑞
穂
小
学
校･

瑞
穂
中
学
校
・出
羽
自
治

会
な
ど
１１
団
体
が
、
１０
分
間
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
学
ん
で
き
た
こ
と

や
伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 最

後
に
香
川
大
学
生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ

ー 

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
の
、
清
國
祐
二
先
生

の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
課
題
を
見
き
わ

め
・
課
題
の
解
決
策
を
さ
ぐ
り
・
行
動
を
お

こ
し
て
い
く
事
が
大
切
。
今
回
の
色
々
な
提

言
を
ひ
と
つ
で
も
実
行･

行
動
す
れ
ば
、
今
よ

り
も
っ
と
良
く
な
る
。
地
域
を
よ
く
す
る
に

は
、
地
域
で
支
え
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
学
び
が
必
要
。
と
熱
心
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
発
表
を
受
け
て
、
学
校
と
し
て
、

地
域
と
し
て
、
公
民
館
と
し
て
何
が
で
き
る

か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 

今年７月には、大切な１票を 

投票することになります。 

いい経験になりましたね。 

 

http://www.sozaiyakoaki.com/sep/inshuunten/inshuunten-1.zip


   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒697-0631 

島根県邑智郡邑南町市木 2046-3 

市木公民館 

IP電話 050-5207-4000 

TEL(FAX) 0855-85-0126 

E-mail：ichigi-k@town.ohnan.lg.jp 

  

 

市木公民館だより  平成２８年２月号 
 

〒697-0631 

島根県邑智郡邑南町市木 2046-3 

市木公民館 

IP電話 050-5207-4000 

TEL(FAX) 0855-85-0126 

E-mail：ichigi-k@town-ohnan.lg.jp 

 

 

 

一
月
三
十
一
日
（
日
曜
日
）
に
元
気
館
で
、
平
成
二
十
七
年
度 

の
「
お
お
な
ん
ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
小
学
校 

の
部
で
は
阿
須
那
小
・
瑞
穂
小
・
石
見
東
小
・
日
貫
小
、
中
学
校 

の
部
で
は
羽
須
美
中
・
瑞
穂
中
・
石
見
中
、
高
校
の
部
で
は
矢
上 

高
校
普
通
科
・
産
業
技
術
科
・
石
見
養
護
学
校
高
等
部
、
一
般
の 

部
で
は
出
羽
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
邑
南
町
へ
対
す
る
思
い
を
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
市
木
小
学
校
の
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
の 

団
体
も
邑
南
町
や
地
元
地
域
の
発
展
を
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
、
と 

て
も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
香
川
大
学
生
涯
学 

習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
清
國
祐
二
先
生
に
、
各
発
表
後
に
講 

評
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
を
つ
な
ぐ
た
め
の
助
言
を
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 

一
般
参
加
者
も
多
数
、
来
ら
れ
て
お
り
各
団
体
の
取
り
組
み
に 

つ
い
て
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
石
橋
町
長
も
参
加
さ
れ
、
各
年
代
が
邑
南 

町
の
発
展
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
行
政
と 

し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ 

ま
し
た
。 

        

住民からの提言 
～おおなんドリーム学びのつどい～ 

 

白
熱
の
戦
い 

雪
ん
こ
バ
レ
ー
大
会 
 

二
月
七
日
（
日
曜
日
）
に
、
都
市
部
と
の
交
流
事
業
で
あ
る
雪
ん
こ
バ
レ
ー
大
会
二
〇 

一
六
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
雪
不
足
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
大
会
を
中
止
し
た
た 

め
二
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

丸
瀬
会
の
会
員
は
前
日
か
ら
、
コ
ー
ト
整
備
や
会
場
準
備
、
配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の 

作
成
な
ど
忙
し
く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
申
込
期
間
中
に
全
く
雪
が
降
ら
ず
、
締
切
日
（
一
月
二
十
二
日
）
翌
日
か
ら
大 

寒
波
に
よ
る
大
雪
と
な
っ
た
た
め
、
参
加
チ
ー
ム
は
例
年
の
半
分
程
度
で
し
た
が
、
試
合 

が
始
ま
る
と
、
ど
の
チ
ー
ム
も
優
勝
目
指
し
た
白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

市
木
地
区
か
ら
は
、
保
育
園
の
先
生
方
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
残 

念
な
が
ら
予
選
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

優
勝
チ
ー
ム
は
矢
上
か
ら
参
加
さ
れ
た
ヨ
ッ
シ
ー
ズ
で
し
た
。
二
０
０
一
年
に
始
ま
っ 

て
今
年
で
十
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
っ
た
の
は
初
め
て
で 

し
た
。 

 

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

 

 
 

優 勝：ヨッシーズ（島根県邑南町） 

準優勝：ＳＨＯＢＡＲＡ（広島県庄原市） 

３ 位：ル・コック（鳥取県米子市） 

    〃 ：くらサン（広島県北広島町） 

 
優勝したヨッシーズです、おめでとうございます！ 

  

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

二
十
八
日
（
月
）
市
木
保
育
園 

卒
園
式 

 
 
 
 
 
 

二
十
四
日
（
木
）
市
木
小
学
校 

修
了
式 

 
 
 

 

十
八
日
（
金
）
市
木
小
学
校 

卒
業
式 

三
月 

 

六
日
（
日
）
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
文
化
展 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

世帯数：２１０戸（△２戸） 

男 性：２１９人（△３人） 

女 性：２４５人（△９人） 

合 計：４６４人（△12人） 

高齢化率 ４４．４％ 

※（ ）内は前年同月比 

主事のひとりごと！？ 
 

 

 今年は珍しく新年互礼会の時に雪が全く 

無く、暖冬との予報もでておりました。 

ところが１月２３日から、数十年に一度 

という寒波に見舞われ大雪となってしまい 

ました。雪んこバレーをするには十分でし 

たが、日常生活では支障をきたす厄介な降 

り方でした。水道管の破損も町内全域で多 

発してしまい、漏水調査のため古巣の水道 

課からラブコールがありました。水道課に 

所属していたのは３年も前のことで、忘れ 

ていることも多く、思い出すのに苦労しま 

した。 

 年齢とともに、いろいろな力が衰えてき 

ているのだなぁと痛感させられました・・・ 

 

そ～ 

市
木
地
区
と
ん
ど
祭
り 

 
 

ビッグひな祭り文化展について 

 今年度も、恒例のビッグひな祭り文化展を下 

記のとおり開催いたします。 

 今年は高原小学校の横田教頭先生の演奏によ 

るアルゼンチン音楽や、保育園児によるダンス 

披露があります。 

 ご家族揃って、是非、公民館へお越しくださ 

い。 

記 

日時：３月６日（日曜日）午前１１時～ 

 場所：市木公民館 

未来に向かって頑張れ！ 

～はばたき講座～ 

 

こ
れ
か
ら
進
学
や
就
職
で
、
社
会
に
で
て
い
く
矢
上
高 

校
三
年
生
に
向
け
て
、
町
内
公
民
館
が
連
携
し
て
取
り
組 

む
「
は
ば
た
き
講
座
」
が
二
月
三
日
と
十
日
に
二
回
に
分 

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
初
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め
、
働
く
者
の
権
利
を
知
っ 

て
も
ら
お
う
と
、
島
根
県
労
働
委
員
会
の
小
松
原
直
樹
さ 

ん
に
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
つ
い
て
講
演 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
達
も
近
い
将
来
の
こ
と 

と
し
て
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
保
健
課
か
ら
、
心
の
健
康
と
食
事
に
つ
い
て 

講
演
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
選
挙
権
が
十
八
歳
か
ら
に
な 

る
と
い
う
こ
と
で
、
模
擬
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。 

邑
南
町
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
大
切
な
社
会 

の
一
員
と
し
て
未
来
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

子
ど
も
育
成
会
が
主
催
す
る
、
毎
年
恒
例
の
と
ん
ど
祭
り 

が
一
月
十
日
（
日
曜
日
）
に
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ 

れ
、
お
正
月
に
飾
っ
た
し
め
縄
や
お
飾
り
、
書
き
初
め
等
を 

持
ち
寄
り
ま
し
た
。 

 

神
主
さ
ん
の
祝
詞
が
あ
り
玉
串
奉
納
の
後
で
、
火
が
入
れ 

ら
れ
ま
し
た
。 

 

寒
い
中
で
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
に
は
ぜ
ん 

ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
楽
し
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。 

仲良くみんなで積み木遊び 

～日貫児童クラブと交流～ 
 １月６日（水曜日）に日貫児童クラブと合同で 

冬休み体験活動企画として、大型積み木のワーク 

ショップを開き、市木からは６名の児童が参加し 

てくれました。いろいろな形の積み木を使って大 

きなドーム型にしたり、ビーズを使って川を表現 

して町の風景を作りました。 

 昼食後はドッジボール等をして、日貫の子ども

達と交流を深めることができ、とても楽しい一日

となりました。 

  

 

 

 

 

 

 





★中中野野通通学学

▲上手く伝えられるかな？ 

『えいごであそぼう！

２月４日（木）午後４時から“えいご

であそぼう！”を開催しました。

ALT（外国語指導助手）のウェンディ

さんに来ていただき、伝言ゲームなどを

して楽しく遊びました。 

1 月 23 日（土）、保健課との共催で「中野通学路ウォーキング

し、14 人の参加がありました

より当初のコースを変更して、中野公民

“中野良いまち、仲の良いまち” 

中野公民館 

 
平成２８年２月１５日発行 

～ 余勢城主 多胡辰敬教訓状の２６か条の解釈

 

 

 

 

学学路路ウウォォーーキキンンググ  パパーート

 

  

えいごであそぼう！』▼ 

日（木）午後４時から“えいご

であそぼう！”を開催しました。 

のウェンディ

ゲームなどを

、保健課との共催で「中野通学路ウォーキング

人の参加がありました。降雪に

当初のコースを変更して、中野公民

館から矢上方面に向けて

付近を通り、雪の中

歩きました。 

当初に計画していたコースは来年度

に実施する予定です

《第一に習ふべき事
辰敬は弓道の大切さを強調しています。戦国時代、鉄

砲が普及するまでは、弓矢が一番の飛び道具でした。人
の上に立つ者の象徴的実用具として弓道を説いていま
す。武士と称して「弓取り」とも言います。

※公民館の活動やたよりに対するご意見、ご感想をお寄せください。

電話９５－０３１０（ファックス兼用）

◎３月の予定◎
≪公 

＊英会話教室 
＊えいごであそぼう！ 
＊お菓子作り教室 
＊運動教室 
＊料理教室 
＊花はなクラブ 

≪石見東小
＊個人懇談（希望者） 
＊卒業式 
＊修了式 

≪東保育所
＊ひな祭り誕生会 
＊お別れ会 
＊卒園式 
＊育了式 

※予定は主催者の都合により変更になる場合があ
りますので、その際はご了承下さい。

多胡辰敬教訓状の２６か条の解釈 ～ 

トト２２★ 

  

、保健課との共催で「中野通学路ウォーキング パート２」を開催

矢上方面に向けて公立邑智病院

雪の中約 2.5 ㎞を頑張って

していたコースは来年度

に実施する予定です。 

事 弓法也》 
辰敬は弓道の大切さを強調しています。戦国時代、鉄

砲が普及するまでは、弓矢が一番の飛び道具でした。人
の上に立つ者の象徴的実用具として弓道を説いていま
す。武士と称して「弓取り」とも言います。 

※公民館の活動やたよりに対するご意見、ご感想をお寄せください。

電話９５－０３１０（ファックス兼用） ＩＰ050 5207 3200

月の予定◎ 
 民 館≫ 

 １・８・１５・２２・２９日（火） 
  ３日（木） 

  ５日（土） 
 ８・１５・２２・２９日（火） 
 １２日（土） 

 ２２日（火） 

石見東小≫ 
 １１日（金） 

 １８日（金） 
 ２４日（木） 

東保育所≫ 
  ３日（木） 

 １０日（木） 
 ２５日（金） 
 ３１日（木） 

予定は主催者の都合により変更になる場合があ
りますので、その際はご了承下さい。 



 

 

恒例の“加茂の春市”、今年は

そこで、バザーや展示・販売などの出品で、春市を盛り上げてくださる方

を募集します。 

個人や団体・サークル・グループなど、どなたでもご参加下さい。

下記の｢申込書｣にご記入の上、

して下さい。 

たくさんの方々の出品をお待ちしております。

中野公民館 宛て ※ＦＡＸで

平平成成２２８８年年
 

団 体 名 

※個人の方は記入不要です。

お 名 前 

※団体等は代表者の氏名をお書き下さい。

区  分 

※該当する方に○をして下さい。

展  示

（ ）

内  容 

※展示や販売の内容を具体的にお書き下さい。

必要な物 

※公民館で借りたい物をお書き下さい。

長 机（      

その他（                    

備  考 

※その他、特にご希望などがございましたらお書き下さい。

恒例の“加茂の春市”、今年は   ４４月月 33 日日（（日日））  に開催します。

そこで、バザーや展示・販売などの出品で、春市を盛り上げてくださる方

個人や団体・サークル・グループなど、どなたでもご参加下さい。

下記の｢申込書｣にご記入の上、３３月月 1188 日日（（金金））ままででにに中中

たくさんの方々の出品をお待ちしております。 

中野公民館 ＴＥＬ・ＦＡＸ

※ＦＡＸで送信するか、公民館に提出して

年年  加加茂茂のの春春市市  参参加加申申込込

※個人の方は記入不要です。 

ご 住 所 

 

※団体等は代表者の氏名をお書き下さい。 

電話番号 

※該当する方に○をして下さい。 

示  ・  販  売  ・

（ ）
※展示や販売の内容を具体的にお書き下さい。 

※公民館で借りたい物をお書き下さい。 

      ）脚  椅 子（     

                    
※その他、特にご希望などがございましたらお書き下さい。

に開催します。 

そこで、バザーや展示・販売などの出品で、春市を盛り上げてくださる方

個人や団体・サークル・グループなど、どなたでもご参加下さい。 

中中野野公公民民館館へへ提出

ＴＥＬ・ＦＡＸ ９５－０３１０ 

するか、公民館に提出して下さい。 

込込書書  

 

－ 

・  そ の 他 

（ ） 

     ）脚 

                    ） 
※その他、特にご希望などがございましたらお書き下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

平成２８年２月１５日発行 

平成２８年１月末現在 

１１,３１２人 

（人口と世帯数） 

男 ３２０人 

女 ３７４人 計 ６９４人 

世帯数 ２７３世帯 

（人口） 

井原彼岸市に向けて始動！ 

 

２月 

２３日(火)～２５日(木)…申告相談 

２７日(土)…ふるさと講座⑤ 
 

３月 

１日(火)…彼岸市実行委員会 

１３日(日)…自治会対抗ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 

１９日(土)…井原彼岸市準備 

２０日(日)…井原彼岸市 

２９日(火)…井原彼岸市反省会 

＊パッチワーク教室（２回）予定 

＊パソコン教室（２回）予定 

＊運動教室･･･毎週金曜日 

２月１日(月)、読書ひろば「豆まき会」を開催しま

した。最初に読み語り、ミニゲームをした後、新聞紙

を丸めた「豆」をみんなで「鬼は～そと～」と言いな

がらまきました。その後はお楽しみの手作りおやつの

「きなこもち」をみんなでほおばっていました。 

を 

厳しい指導の下、下ごしらえ 

 

 

焼きそば作りという「学びの場」 「バザーはどれ出そうか？」 

鬼は～そと 福は～うち 

おに（カメラマン）目掛けて、えい！ 

２月５日（金）、男の料理教室（３０～５０代の部）の第二講を実施しました。講師はおなじみ、と

おりみちマスターの笠岡真祐さんです。成果披露の場である、３月２０日（日）の井原彼岸市の出展バ

ザーで販売するメニュー作りを行いました。「おでん、鶏のから揚げ、焼きそば」の三品を作りました。

焼きそばにおいては、若手のメンバーが笠岡先生や先輩から極意を学んでいる様子が見られ、おでんは

三種類、スープの味を変えて作ったりとハイレベルな内容でした。出来上がったごちそうを試食しなが

ら、バザーでは「山賊焼き、鶏のから揚げ、焼きそば、おでん」の四品を作ることに決定しました。 

みなさん、井原彼岸市当日をお楽しみに！ 



 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

島根県邑智郡邑南町

日貫 1168番地 

TEL (0855)97-0902 

IP 050-5207-2000 

平成２８年 

厚さに気をつけながら慎重に漉く児童 

 １月３１日（日）に元気館で「おおなんド

リーム学びの集い」が行われました。このつどいは、町内の小学生、中学生、高校生及び大人が一

堂に会し、邑南町の良さや暮らしの課題などについて学びまとめたことを、自分達の夢や願いを込

めてプレゼンし、互いに聴き合い、意見交換する場で、町内の小学校、中学校、石見養護学校、矢

上高校、出羽地区が発表しました。 

日貫小学校５、６年生は『邑南町で育つ』をテーマに、（１）町民憲章と日貫っ子人権宣言との

関連（２）「日本一の子育て村構想」と児童会の取り組みとのつながり（３）ふるさと学習から考

えるこれからの邑南町についての提案、の３点について発表しました。邑南町は森林資源の豊かな

地域でその森林資源を活用した産業の発展についての提案など、これからの邑南町の発展のための

貴重な意見を発表されました。 

石見中学校の生徒は「“Ｔｒｅａｓｕｒｅ”農林業を生かすか Ａ級グルメを広めよう」をテー

マにＡ級グルメを広めるための方法などについて発表しました。会場には学校関係者や一般の方な

ど多くの方々が最後まで熱心に聞いておられました。 

 

堂々と発表する日貫小児童 会場を埋めるたくさんの来場者 

１月１２日（火）に日貫小学校児童５、６

年生５名で紙漉きの原料となるミツマタ・ガンピ・サネカズラを採りに行きました。日貫小学校を

車で出発し、青笹⇒鉄穴原⇒東屋⇒春日と日貫地区内を移動しながら、原料になる木を見つけると

自ら鋸で木を切り、軽トラへ積み込みながら集めていきました。 

２月５日（金）には１月１２日に採った材料を使って５・６年生で紙すき体験をしました。集め

た材料から荒皮を剥ぎ、繊維をほぐしてから紙を漉くまでの作業はすべて児童が行います。山﨑武

さん（桜井）、寺脇隆彦さん（矢上）、岩本伸司さん（鳴滝）を講師に迎えて午前９時から行いまし

た。紙漉き体験は今年で２５回目を迎え、６年生は自分 

の卒業証書を漉きます。卒業式では世界に一枚しかない 

自分で漉いた卒業証書をもらって卒業する、ということ 

もあって、とても真剣な表情で行っていました。漉いた 

紙はよく乾かすため、別室へしばらく置いておきます。 

立派な卒業証書が出来ることを願っています。またこの 

日は地域の方々にもご協力いただきながら一緒に紙漉き 

を行いました。ありがとうございました。 



日貫の人口 
男 性  ２３４人 （－２人） 

女 性  ２７１人 （±０人） 

合 計  ５０５人 （－２人） 

世帯数  ２０８戸 （±０戸） 

高齢者率  ４７．７０％ 

※（  ）内は前月比 

３月２・３日 申告相談（日貫地区） 

 

３月 ５日  邑南町剣道錬成大会 

（矢上改善センター） 

３月  ９日  ひぬいプロジェクト 

 

３月 １６日  パソコン教室 

 

３月 ２０日  しまね家庭の日 

 

３月 21 日 女性学級（クラフト教室） 

 

３月 ２６日  日貫地区ウォーキングの日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付のお礼 
 

森田 秀俊 様より  

ご寄付をいただきました。 

 日貫地区社協より、紙面を借りて、御礼 

申し上げます。 

橋本  茂 様より 

ご寄付をいただきました。 

日貫地区活性化基金より、紙面を借りて 

御礼申し上げます。 

静間 明子 様より 

ご寄付をいただきました。 

日貫地区活性化基金より、紙面を借りて 

御礼申し上げます。 

山田 明子 様より 

ご寄付をいただきました。 

日貫地区活性化基金より、紙面を借りて 

御礼申し上げます。 
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日   時 平成２８年３月２６日（土） 

午前９：３０～（受付は９：００から） 

集合場所 日貫公民館 

申込締切 ３月２３日（水） 

参加費 無料 

申込・お問い合わせ 

（元気館トレーニング室） 

電話 83-2270 ・ ＩＰ 050-5207-5005 

（日貫公民館） 

電話 97-0902 ・ ＩＰ 050-5207-2000 

毎月第４土曜日はウォーキングの日です。今月は

日貫地区で行います。日貫公民館をスタートして、

日貫小前・隅屋などを通る約５．２㎞のコースです。 

３月の行事予定 
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平成２８年 １月末現在 

日和地区人口 

    男  ２０５人 

    女  ２３３人 

    計  ４３８人 

世帯数   １７７世帯 

高齢者比率 ４4．３％ 

邑南町人口１１,３１２人 
平成２８年 ２月１７日 No.１４７ 

平成２３年１２月末現在 

日和地区人口 

    男  ２１２人 

    女  ２３５人 

    計  ４４７人 

世帯数    １７１戸 

高齢者比率  ４１.８％ 

邑南町人口１１,９５３人 

オオサンショウウオの赤ちゃんを調査 

暮らしの中の人権を考える 

裏面もご覧ください 

 

 

 

２月６日（土）に昨年から継続して行っている、オオサンシ

ョウウオの調査を、湯舟川において行いました。 

今回は、日本オオサンショウウオの会の会長である桑原一

司さんと、瑞穂ハンザケ自然館の伊東明洋さんを講師にお

迎えし、オオサンショウウオの幼生（赤ちゃん）の調査を行い

ました。 

はじめに桑原さんより日和のオオサンショウウオの生態や

貴重さについて説明された後、実際に湯舟川において調査

をしたところ２匹の幼生が発見されました。その他にも様々

な川の生き物も発見され、桑原さんに生き物の名前や生態

などを説明していただきました。 

桑原さんの説明のもと、普段目にする機会のない幼生を

間近で観察することができ、大変貴重な体験となりました。 

 

２月１２日（金）に、日和公民館人権研修会を行いました。 

今回は、島根県西部人権啓発推進センターより、啓発指

導講師の尾村幸行さんを講師に迎え、「暮らしの中の人権」

についての講演をしていただきました。 

暮らしの中で何気なく使っている言葉や迷信、決めつけな

どによって、相手を知らず知らずのうちに傷つけていること等

について、クイズや身近な例の紹介によって分かりやすく講

演していただきました。 

参加された方からは、「相手を思いやることを考えながら

言葉を使いたい」といった感想があり、大変勉強になった講

演会となりました。 

 

 

 

 

発見した幼生 



 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいな歌声に包まれて 

 

                                行 事 予 定 

2 月２4 日（日） ファミバド大会           ３月２３日（水）日和村塾 第９講 

 ３月 ６日（金） 防災訓練                      １９：３０～ 

 ３月１３日（日） ええにょぼコンサート        毎週水曜日   運動教室 

          １３：００～開場                  １３：３０～ 

     

  

２月１３日(土)に田所公民館で行われた、第二回邑南町 

公民館研究集会において、日和コーラス「ウイング」の皆さん 

が発表を行われました。「ウイング」の皆さんは、開会のアトラ 

クションにおいて発表され、会場はきれいな歌声で包まれま 

した。日和地区の公民館活動を多くの人に知ってもらえる良 

い機会となりました。出席者の方からも「とても良かった」等 

の感想がたくさんありました。 

日和コーラス「ウイング」の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   昨年好評だった「ええにょぼコンサート」を今年も開催いたします。 

  今回も前回と同じく北広島町在住のプロ歌手の新屋まりさんのコンサートと 

日和コーラス「ウイング」のコーラスを行います。 

  また、コンサートにあわせて子ども達の遊びの場を設けておりますので、 

ご家族そろってどうぞご参加ください。 

  

♪ 日時：３月１３日（日）  

開場１３：００ 開演１３：３０～ 

         終演１５：３０  予定 

♪ 場所：日和公民館 研修室 

♪ 入場無料 

 

また、昨年同様、地域の皆様のお家にあるひな人形や、趣味で作られている手芸品

等をコンサートにあわせて３月１日（火）より展示をしたいと思いますので、「ぜひ我

こそは」と思われる方がいらっしゃいましたら、２月２９日（月）までに日和公民館

までお問い合わせください。 

※２月２９日以降も随時受け付けます。 

 

お問い合わせ：日和公民館 TEL:97-0908 IP:050-5207-2200 

主催：日和ええにょぼコンサート実行委員会 

共催：日和地区社協、日和コーラス「ウイング」、フレッシュ日和、日和公民館 

 

 

 

昨年のコンサートの様子 

 

 

展示された雛人形 

TEL:97-0908

